
《実施期間》　令和6年4月6日（土）から4月15日（月）までの10日間

《目　　的》　　市民一人ひとりが、安全を第一に考え、交通ルールの遵守と交通マナーの

実践に努めることにより、交通事故防止を図る。

《スローガン》　安全を　つなげて広げて　事故ゼロへ

《運動の重点》　1こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践

2　歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」運転の励行

3　自転車・電動キックボード等利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守

4　交差点の交通事故防止

《統一主要行事》

行事名 �実施日 �内　　　　　容 

運動事前広報 街頭指導の日 �4月5日 （金） �本運動の開始を広報するとともに、街頭における交通指 
導等を行い、期間中に行われる各種活動への取組意識を高 

める。 

通学路安全対策 強化の日 �4月8日 （月） �通学路等において新入園児・新入学児童生徒等を交通事 
故から守るとともに、街頭において通学路等の安全確保に 

関する広報を実施する。 

交通事故死ゼロ を目指す日 �4月10日 （水） �全国一斉に行われる「交通事散死ゼロを目指す日」に合 
わせ、正しい交通ルールの遵守と交通マナーの実践を広く 

市民に呼び掛け、交通安全意識の向上を図る。 

沼津市交通安全対策協議会



過勤の憂慮

歩行留優先鳶職⑳畿麿藍恩師轡雛⑳常闇禽齢運転⑬励行
1運転者の歩行者優先意識の徹底

交通ルールの遵守と「思いやり」を持った交通マナーの呼び掛け

横断歩道等における歩行者等優先義務等の遵守を促す取組の推進

運転者に対する歩行者優先の徹底を始めとする交通安全教育の推進

夜間の対向車や先行車がいない状況におけるハイビームの活用を促す取組の推進

2　飲酒運転の根絶

「飲酒運転を絶対にしない、させない」環境づくりの徹底

3　妨害運転等の防止

妨害運転等の悪質・危険な運転についての広報啓発の推進

4　高齢運転者の交通事故防止

（1）高齢運転者に対する身体機能の変化が運転に及ぼす影響等を踏まえた交通安全教育の推進

（2）衝突被害軽減ブレーキ等の先進安全技術を搭載した安全運転サポート車の普及啓発

（3）運転免許証の自主返納制度及び自主返納者に対する各種支援施策の広報啓発による

自主返納の促進

5　後部座席を含めた全ての座席のシートベルト着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底

全ての座席におけるシートベルト着用とチャイルドシートの使用義務の周知・指導の徹底

歯髄琴丘層鞄専管夕蓼コ帽報国時砂場虜撃傾国藍褒逸β陸地⑳遵守
1　自転車利用者のヘルメット着用と安全確保

（1）全ての自転車利用者に対するヘルメット着用の必要性・効果に関する理解の促進

（2）自転車の視認性を向上させるための反射材用品等の取付けの促進

（3）自転車利用者等の安全を確保するための定期的な点検整備の推進

（4）自転車事故被害者の救済に資するための損害賠償責任保険等への加入促進

2　自転車の交通ルール遵守の徹底

（1）「自転車安全利用五則」にのっとった通行方法の遵守徹底を促す取組の推進

（2）基本的な交通ルールの周知と遵守の徹底を促す取組の推進

3　特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

特定小型原動機付自転車に関する新たな交通ルールの周知と遵守の徹底

交基点の交通事故防止
各種広報媒体を利用した啓発活動

のぼり旗を利用した啓発キャンペーンの実施

街頭指導・広報による安全確保



沼津市実施計画

実施日 �行事名 �実施内容 �実施団体 

4月5日 �運動事前広報 �時間：7：20～8二00 �薄津南交通安全対案協議会 

場所：大手町交差点周辺 �交通安全協会沼津地区支部 

集合：中央公園 �沼津地区安全運転管理協会 

内容：本運動の開始を広報す �沼津地区警友会 

街頭指導の日 �るとともに、街豆引こおけ �沼津市自治会交通安全会連合会 
（金） ��る交通指導を行い、市民 �沼津市交通指導員会 

の交通安全に対する意識 �沼津警察署 

を高める。 �沼津市　他 

4月8日 �通学路安全対策 �時間：7：20～8：00 �額津奉索凄顛榊夢虫 

場所：杉崎町交差点周辺 �静岡県交通安全協会沼津地区支部 

内容：通学路等において新入 �沼津市自治会交通安全会連合会 

学児童生徒を交通事故か �沼津市交通指導員会 

（月） �強化の日 �ら守るとともに、街頭に �沼津警察署 

おいて通学路等の安全確 保に関する広報を実施す る。 �沼津市　他 

4月10日 �交通事故死ゼロを �時間：17：00～17：40 �沼津市女通安全対策協慮套 

場所：あまねガード南交差点周辺 �静岡県交通安全協会沼津地区支部 

内容：ドライバー及び歩行者 �沼津市自治会交通安全会連合会 

に対して、交通ルールや �沼津市交通指導員会 
（水） �目指す日 �マナーの遵守徹底の呼び �沼津警察署 

かけ指導を行うことによ り、交通事故防止を図る。 �沼津市　他 

運動期間中 �沼津市自治会交通安全 �・地域の特性を生かした交通安全運動の実施 
・通学路・危険箇所での交通安全街頭指導 

会連合会の取り組み �・各自治会での有線放送等での交通安全広報 
1地域の交通安全施設の点検 

その他の取り組み

4月5日 �入学おめでとうキヤ �市内小学校1校の新入学児童に対し、横断歩道の歩行指導を通 

（金） �ンペーン（大岡小） �して、通学時の安全確認方法等を伝える。 



髄酎変通等萱
～自転車利用時のルールについて～

自転車は誰でも利用できる便利な乗り物ですが、ルールを守らないと人を傷つけるものになっ

てしまいます。“自転車安全利用五則”を遵守して安全に利用しましよう。

また、自転車事故で亡くなった方の約7割が頭部に致命傷を負っています。大切な命を守るた

めヘルメットを着用しましよう。

自転車利用者だけでなく、車に乗る方も自転車の横を走行するときは、十分な距離を取り、思
いやり運転に努めましょう。

＜自転車安全利用五則＞ 

1車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先 

2　交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

3　夜間はライトを点灯 

4飲酒運転は禁止 

5　ヘルメットを着用 


